


別添２

平成２２年度概算要求河川関係予算に係る福島県事業内容等
（単位：百万円）

事業費 負担額（注）

河川事業 1,094.713 430.673
河川改修費 556.000 185.333

一般河川改修事業費 556.000 185.333

阿賀川
直轄管理区間 L=40.4km
（阿賀川築堤・護岸・河道掘削）

1,338 556.000 185.333

長井地区 河道掘削4,700m3 工事用道路930m 用地
4.2ha
会知地区 河道掘削21,000m3
阿賀野川水系河川整備計画検討等

長井地区 河道掘削 約29,000m3、
護岸（法面保護）約4,700m2

青津地区 用地補償 約0.5ha
堂畑地区 築堤約1,000m
勝常地区 水防拠点整備
詳細設計等

前年度並み（490～580百万円）

河川維持修繕費 480.326 216.147

阿賀川 直轄管理区間 Ｌ＝40.4km - 480.326 216.147
堤防除草、水閘門操作、護岸修繕、パトロールカー購
入1台等

堤防除草、水閘門操作、護岸修繕等 減少傾向（456～475百万円）

総合水系環境整備事業費 50.000 25.000
阿賀川自然再生 1式 河床整正 約6,000m2
佐野目地区かわまちづくり 1式 高水敷整正 20,000m2、坂路盛土 300m 親水護岸 約500m

河川行政管理経費 8.387 4.193
阿賀野川水系 - 3 8.387 4.193 占用許可等の許認可、河川台帳の調整等 占用許可等の許認可、河川台帳の調整等 前年度並み（10百万円程度）

ダム事業 337.188 151.734
堰堤維持費 337.188 151.734

阿賀野川大川ダム 大川ダムの管理 - 337.188 151.734 流木処理、主放流設備修繕、受変電設備改修等 流木処理、主放流設備修繕、選択取水設備修繕等 減少傾向（320～330百万円）

(455.967)
砂防事業 603.000 201.000

地すべり対策事業費 603.000 201.000

滝坂地区 地すべり防止区域面積 A=150ha

168

603.000 201.000
排水トンネル工928m、集水井4基、横ボーリング工
3,200m 等

排水トンネル工約928m、集水井3基、横ボーリング工約
3,200m、CCTVカメラ1基・光ケーブル（約2km）、用地取
得(約0.2ha)、補償件数１件 等

前年度並み（420～600百万円）

(670.000) （470～670百万円）

2,034.901 783.407

（注） 負担額は、過年度調整を行う前の額を記載しています。
「事業費」の欄については、負担基本額として当該県の負担対象となる事業費（ダム事業は公共費ベース）を記載しています。
複数県間で事業費のアロケーションがなされる事業については、同欄下段括弧内に事業費及び事業進捗見込みの他県分を含む全体額を記載しています。
砂防事業の全体事業費は、H22年度事業内容に係るものの全体事業費の総額を記載しています。

増加傾向（140～160百万円）

合計

H２２年度事業内容
全体事業費
（億円）

H２２年度事業進捗見込みH２１年度事業内容対象科目 全体事業規模
H２１年度当初

阿賀野川水系 6 50.000 25.000



平成２２年度概算要求 道路関係（直轄） 福島県

改築系事業費（交通円滑化・地域連携・交通連携・沿道環境・交通事故重点） （単位：百万円）
全体事業費

(億円） 事業費 負担金

計

(注）合計は四捨五入の関係で合致していない場合がある。

(注）備考欄の用地進捗率は、平成２１年４月時点

(注）備考欄の事業進捗率は、平成２１年度補正予算時点

・工事推進：９号トンネル(L=3,173m)
８号橋梁(L=60m)上部工

備 考Ｈ２２年度予定事業内容

・調査推進：猛禽類調査
・工事推進：９号トンネル(L=3,173m)改良工

叶津地区改良工
７～８億円程度

用地進捗率約９０％
事業進捗率約５９％

路線名 箇所名 事業規模 Ｈ２１年度事業内容
平成２１年度当初

604 1,450 483

1,450 483

L=11.8km

Ｈ２２年度事業進捗見込み

一般国道２８９号 八十里越

北陸地方整備局


